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口頭発表

防除（物理的・化学的・その他）
2024年3月29日(金) 09:00 〜 11:30  A会場 (橘)
 

 

10:15 〜 10:30

露地ビワにおける果実の大きさを指標とした果樹カメムシ類の防除
適期

◯角田 ひかり1、河名 利幸、大谷 徹1、久保 周子1 (1. 千葉農林総研暖地)
 
果樹カメムシ類は、千葉県南房総地域特産のビワの安定生産を阻害する要因の一つである。対策として果実袋の
使用とともに薬剤散布が行われているが、ビワ圃場は傾斜地が多く危険を伴うため、薬剤散布は最小限の散布回
数が望ましい。そこで、年次変動する果樹カメムシ類の発生量や飛来時期に対応した防除適期を明らかにするた
めに試験を行った。2022年４月18日から順次１週間、果樹カメムシ類の加害を受ける暴露期間を設け、果樹カメ
ムシ類の飛来量と果実被害を調査したところ、果樹カメムシ類の飛来が多く確認された５月２～９日暴露区にお
いて被害が増加し、可販果率は低下した。また、果実の大きさが被害程度に関与しないかを明らかにするた
め、接種試験を行った。袋がけしたビワ果実を４月22日から順次ネットで覆い、その中にチャバネアオカメムシ
成虫10頭を10日間放飼した。放飼前後の果実径と収穫時の果実被害を調査したところ、果実の肥大とともに被害
は増加し、果実横径が24.1～31.5mmでは可販果率は90.9％、31.8～37.3mmでは81.8％、42.1～48.4mmでは
50％となった。このことから、可販果率を80%以上確保するための防除適期は、果実横径が35mmに達する前と
考えられた。


